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＜審査結果の要旨＞  

主論文 

本研究の目的は小学校低学年の第 1 子を持つ就労女性の子育て負担感尺度を開発し、妥当性と 信

頼性を検討することである。フォーカス・グループ・インタビューを基に『両立負担感』『就学負担

感』の 2 つの下位尺度から成る原案を作成し、第 1 子が小学 1～3 年生の就労女性を対象 に web 調

査を 2019 年に実施し 508 名から回答を得た。因子分析により『両立負担感』は「多重課題に伴う負

担」「体調回復の遅れ」「正当な評価への希求」「自分のことが後回し」「就労に伴う負担」5 因子 19

項目から構成された。『就学負担感尺度』は「ゆとりのなさからくる子どもへの申し訳なさ」「学校生

活の適応に対する不安」「子どもの世界を理解することの負担」「育て方による子どもへの影響に対す

る気がかり」から 4 因子 20 項目で構成された。両下位尺度の確認的因子分析を行った。また基準関

連妥当性、内的整合性、再現性を検証し、本尺度の妥当性および信頼性が確認された。 

研究方法については、倫理、論証、論文形式においても適切であった。 

本研究の新規性は、これまで調査がされていなかった小学校低学年の第 1 子を持つ就労女性にとっ

ての負担感を尺度項目として抽出し、再テスト法による尺度の再現性と安定性を検討した点にある。 

 

審査経過 

審査会は 2 回開催（12 月 7 日、12 月 23 日）した。初回審査にて、プレゼンテーション及び質疑応

答を行い、第 1研究のカテゴリー化のプロセスから第 2研究の尺度暫定案へのプロセス、負担感尺度

の構成と活用、2 つ の下位尺度の使用方法等が不明確である点について指摘された。 

 

結果 

初回審査の口頭試問の内容は適切に応答でき、2回目の審査にて論文の修正も適切に修正できた事が

確認できた。 

 

以上の結果から、審査会の審査員全員は本論文が著者に博士（看護学）の学位を授与するに十分な

価値があるものと認めた。 
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